
世界中の人々から

常に必要とされる企業を創る

第15期 事業報告の件

第15回定時株主総会 報告事項

2021年12月1日から2022年11月30日まで



事業の経過および成果
招集ご通知 13ページ



新型コロナウイルス及び円安・物価上昇の影響を
大きく受けた事業年度

事業の経過および成果

急激な変化増 加

当事業年度におけるわが国経済

新型コロナウイルス
感染症

円安・物価上昇



事業の経過および成果

世界中の人々から常に必要とされる企業を創る

パーソナルトレーニングジム事業
「24/7Workout」

パーソナル英会話スクール事業
「24/7English」

感染予防策に最大限留意のうえ、通常営業継続



事業の経過および成果

ウィズコロナ時代の出店戦略として、ニーズの見込めるニッチな
エリアに小型タイプの店舗を複数展開したほか、新たな顧客獲
得に向けて様々なテストマーケティングを実施。



事業の経過および成果

引き続き非対面型のサービス「BSS(Bilingual Study Support)英会話」に注力し、
より手軽な英会話レッスン需要の喚起及び利益率の改善に努めた。



事業の経過および成果

低糖質食品通販事業「24/7DELI&SEETS」の商品ライン
ナップの充実等により、認知度向上及び販売促進に努めた。

糖質10g以下！

糖質10g以下！



事業の経過および成果
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当期純損失 16億9,066万円 ―

経常損失 5億3,268万円 ―

営業損失 5億3,943万円 ―

売 上 高 42億3,665万円 22.4％減

事業の経過および成果

前事業年度比

※1

※2

※3

※1 前事業年度は営業損失 ： 5,039万円
※2 前事業年度は経常損失 ： 4,297万円
※3 前事業年度は当期純損失：1億 3,670万円

当社はパーソナルトレーニング事業を展開する単一セグメントであるため、セグメント情報は記載しておりません。



設備投資の状況

9,031万円

設備投資の総額

⚫ 主に新規出店及び既存店舗の移転に係る費用



資金調達の状況

3億円

当座貸越契約

新型コロナウイルス感染症の拡大と
その影響の長期化に備えるために

⚫ 取引金融機関と締結



対処すべき課題

招集ご通知 14ページ～15ページ



対処すべき課題

01

事業環境の変化に耐え得る収益構造の強化02

集客手法の最適化03

リピート顧客の拡大04

知名度の向上05

06 内部管理体制の強化

継続企業の前提に関する重要事象等



3期連続して売上高の減少ならびに経常損失および当期純損失を計上

対処すべき課題

01 継続企業の前提に関する重要事象等

⚫ 新規顧客数増加のための施策充実

⚫ 既存顧客の維持拡大と新商材での売り上げ拡大

⚫ 本社面積の縮小を含む徹底的なコントロールによる費用削減 等

により当該状況を解消

継続企業の前提に関する重要な不確実性は認められないと判断

⚫ 11億103万円の現預金保有（当事業年度末日現在）

⚫ 借入金残高はなく主力金融機関とは良好な関係にあり、引き続き

資金調達を行うことが可能。

また



対処すべき課題

02 事業環境の変化に耐え得る収益基盤の強化

新型コロナウイルス感染者数は高水準。経済活動の大幅な抑制継続も想定。

+

品質向上

主たる収益基盤

＋α

新規事業・新商品

開 発

オンライン事業

拡 販

+

多角的な収益の確保を目指す



対処すべき課題

03 集客手法の最適化

費用対効果の高いWEB広告手法の開拓
集客手法の最適化にチャレンジ

WEBによる広告宣伝メイン 年々増加傾向
広告出稿・入札状況激化



対処すべき課題

04 リピート顧客の拡大

個別最適提案
繰り返し継続利用いただける価値創出を目指す

各種サービス

×

AI学習による顧客データ分析

・・・



対処すべき課題

05 知名度の向上

知名度向上を目指す

⚫様々なマスメディアを使った情報発信を強化

※その他、各種サービス含む



対処すべき課題

06 内部管理体制の強化

コンプライアンス体制の強化 ・ 業務の標準化と効率化の徹底

企業価値の最大化

⚫ コンプライアンス意識を醸成すべく継続的な取り組みを推進

⚫内部統制の環境を適正に整備



事業報告

財産および損益の状況の推移

重要な親会社および子会社の状況

主要な借入先

主要な事業内容

招集ご通知

主要な営業所および工場

従業員の状況

16ページ～17ページに
記載の通りでございます

（5）

（6）

（7）

（8）

（9）

（10）



事業報告

招集ご通知

2. 会社の株式に関する事項

3. 会社の新株予約権等に関する事項

4. 会社役員に関する事項

5. 会計監査人の状況

6. 会社の体制および方針

18ページ～28ページに
記載の通りでございます



計算書類
招集ご通知 29ページ～31ページ



流動資産 1,335,421

固定資産 298,540

有形固定資産 0

無形固定資産 337

投資その他の資産 298,203

資産合計 1,633,962

流動負債 1,008,908

固定負債 291,259

負債合計 1,300,168

資本金 793,262

資本剰余金 788,262

利益剰余金 △1,247,770

自己株式 △132

新株予約権 171

純資産合計 333,793

負債・純資産合計 1,633,962

貸借対照表

資産の部 負債・純資産の部（単位：千円） （単位：千円）



損益計算書

売上高 4,236,656

売上原価 2,345,019

売上総利益 1,891,637

販管費及び一般管理費 2,431,072

営業損失 539,434

営業外収益 6,747

営業外費用 0

経常損失 532,687

当期純損失 1,690,665

（単位：千円）



株主資本等変動計算書

招集ご通知

31ページに
記載の通りでございます
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